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研究成果の概要（和文）：アリと共生するヒゲブトハネカクシ亜科甲虫は分類が混乱しており、

種多様性の解明も遅れている。国内外の野外調査をもとに研究材料を得て、分類学的研究、分

子系統学研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：Taxonomy and biodiversity studies of ant-associated aleocharine 
beetles have not been studied well. In this project, I studied taxonomy and molecular 
phylogeny of those insects based on material collected in field research in domestic areas 
and foreign countries. 
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研究分野：生物体系学 
科研費の分科・細目：基礎生物学  生物多様性・分類 
キーワード：ヒゲブトハネカクシ・系統・進化・分類・生物多様性 
 
１．研究開始当初の背景 
好蟻性ヒゲブトハネカクシは、形態学・行

動学・生態学・種分化研究の材料として極め
て有用な研究対象といえるが、生物学一般の
材料として注目されることはほとんどなか
った。この背景には第一に好蟻性ヒゲブトハ
ネカクシの分類学的研究の遅れがある。とく
に東南アジア、アフリカ、南米などの熱帯地
域ではほとんど未開拓である。 
 
２．研究の目的 

 そこで東南アジアを中心とした熱帯地域
でさらなる野外調査を進め、得られた標本の
分類学的研究を進めることを本研究の重要
な目的の一つとしたい。平易な解説や世界各
地の研究が閲覧可能なデータベースを作成
することにより、だれもが好蟻性ヒゲブトハ
ネカクシ研究の足掛かりとできるような情
報を提供できるようにすることを目標とす
る。 
 また、好蟻性ヒゲブトハネカクシにおける
形態的・行動的多様性は著しく、さらに大部
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分の種が強い寄主特異性を持つという特徴
がある。これらの点により、好蟻性ヒゲブト
ハネカクシは、系統樹を用いた形態・行動の
進化、あるいは寄主との関係を含めた種分化
を研究する材料として好適である。地域を問
わず好蟻性ヒゲブトハネカクシの分類群を
選び、それらの系統進化を分子系統学的手法
を用いて調査し、進化的事象について考察す
ることをもうひとつの目的としたい。 
 過去の好蟻性ヒゲブトハネカクシに関す
る分類学的な研究は、ヒゲブトハネカクシ亜
科全体の体系を考慮に入れておらず、さらに
好蟻性として並行的に特化した形態形質、つ
まりきわめて homoplasticな形質状態を根拠
に新しい分類群を設立することから、分類学
的に多くの問題を残している。したがって、
研究は、ヒゲブトハネカクシ亜科の高次体系
の整備と並行し、互いにその成果を反映させ
つつ行う。 
 
３．研究の方法 
 東南アジア各地、南米、アフリカを訪れ、
好蟻性ハネカクシの採集を行った。各地で多
大な成果を挙げることができた。まず、これ
らの調査によって得られた標本をもとに、分
類学的研究を行った。さらに標本から DNA
を抽出し、シーケンスを行い、得られた塩基
配列をもとに分子系統樹を作成する。 
 
４．研究成果 
1) 分類学的な研究については、多数の成果
を論文や学会発表として公表することがで
きた。それらはアリ共生種に関するものが中
心であるが、進化学的にアリ共生種と密接な
関わりのあるシロアリ共生種も含む。 
２）分子系統については、ハネカクシに関す
るものは、まだ公表を準備中であるが、いく
つかの興味深い成果を得ており、論文として
のとりまとめを急いでいる。一方、寄主アリ
やアリ共生昆虫の一つであるアリヅカコオ
ロギの分子系統については、いくつかの成果
を公表することができた。 

ハネカクシの分子系統については、まだ材
料の足りない部分もあるが、形態進化の可塑
性や進化の速さなど、かつて知られた例のな
い成果を得ており、画期的な論文になるもの
と思われる。 
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